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明
る
く
安
全
な
ま
ち
に
！

▼
防
犯
灯
・
街
路
灯
の
整
備
▲

議

員

事
故
や
犯
罪
を
防
止
す
る

た
め
、
防
犯
灯
や
街
路
灯

が
増
設
さ
れ
て
は
い
る
が
、
高
齢
者
な

ど
の
安
全
確
保
に
は
、
ま
だ
ま
だ
必
要

な
箇
所
が
多
い
。
そ
こ
で
、
今
後
の
整

備
推
進
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

市

長

市
民
の
意
見
を
聴
く
中
で
、

夜
間
の
照
明
確
保
は
市
民

ニ
ー
ズ
が
強
い
と
感
じ
た
。
そ
の
た
め
、

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
今
年
度
予
算

に
拡
充
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

具
体
的
に
は
、
今
後
三
年
間
の
緊
急

対
策
と
し
て
、
防
犯
灯
は
、
①
地
域
設

置
分
の
補
助
額
を
現
在
の
二
分
の
一
か

ら
三
分
の
二
に
拡
充
し
、
新
規
設
置
数

を
二
割
増
加
す
る
こ
と
、
②
市
設
置
分

の
予
算
を
二
割
増
額
す
る
こ
と
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
。

ま
た
、
街
路
灯
は
、
過
去
三
年
間
の

年
間
平
均
設
置
数
よ
り
二
割
程
度
多
い
、

約
五
百
灯
分
の
予
算
を
計
上
し
た
。

今
後
も
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、

明
る
く
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

た
い
。

民
間
活
力
導
入
の

メ
リ
ッ
ト
と
課
題

議

員

今
年
度
予
算
の
特
徴
と
し

て
、
リ
ス
ク
管
理
や
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
向
け
た
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の

一
層
の
活
用
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
で
は
必
ず
し
も
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
例
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
民
間
活
力
を
導
入
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
を
尋
ね
る
。

財

政

局

長

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
民

間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に

よ
り
、
き
め
細
や
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
期
待
で
き
る
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、

指
定
管
理
者
を
導
入
し
た
施
設
で
は
、

開
館
時
間
の
延
長
や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
実
施
に
よ
り
、
市
民
の
利
用
促
進
が

図
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
削

減
や
、
事
業
を
運
営
す
る
際
の
リ
ス
ク

を
民
間
事
業
者
と
分
け
あ
う
こ
と
で
、

市
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

一
方
、
課
題
と
し
て
は
、
複
数
の
民

間
事
業
者
か
ら
応
募
が
な
い
と
競
争
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
働
か
な
い
こ
と
や
、

民
間
事
業
者
に
運
営
上
の
裁
量
を
広
く

認
め
な
い
と
、
自
由
な
発
想
や
新
た
な

提
案
に
よ
る
効
果
が
望
め
な
い
こ
と
な

ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
は
、
今
後
検
討
す
る

必
要
は
あ
る
が
、
民
間
活
力
の
積
極
的

な
活
用
は
、
市
の
経
営
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
要
素
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

レ
ジ
袋
の

さ
ら
な
る
削
減
を
！

議

員

昨
年
十
二
月
か
ら
、
レ
ジ

袋
使
用
量
の
削
減
に
向
け
、

ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
方
式
の
カ
ン
パ
ス
シ
ー

ル
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
参
加
店
舗
数

や
レ
ジ
袋
お
断
り
率
な
ど
、
現
在
の
状

況
や
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

環

境

局

長

カ
ン
パ
ス
シ
ー
ル
事
業
は
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
で

構
成
し
た
委
員
会
で
検
討
し
た
結
果
、

多
く
の
事
業
者
が
参
加
で
き
、
市
民
に

と
っ
て
も
利
便
性
や
経
済
的
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
か
ら
採
用
し
た
。

現
在
の
参
加
店
舗
数
は
二
百
七
十
店

舗
で
あ
る
。
今
後
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
に
も
働
き
か
け
て
、
参
加

店
舗
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
市
民
の
レ
ジ
袋
お
断
り
率
は
、

事
業
開
始
直
後
の
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
、
本
年
四
月
に
は
約
十
四
パ
ー
セ
ン

ト
と
着
実
に
上
昇
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

来
年
度
末
に
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
目

標
に
取
り
組
み
た
い
。

今
後
も
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

行
い
、
成
果
や
課
題
を
確
か
め
な
が
ら

事
業
を
充
実
さ
せ
た
い
。

市
民
を
感
染
症
か
ら
守
る
！

▼
予
防
接
種
に
つ
い
て
▲

議

員

今
年
に
な
っ
て
、
関
東
を

は
じ
め
福
岡
県
内
で
も
、

若
年
者
に
は
し
か
が
流
行
し
た
。
は
し

か
や
風
疹
、
結
核
な
ど
の
感
染
症
を
予

防
す
る
た
め
、
市
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
の
か
。

市

長

現
在
、
感
染
症
対
策
と
し

て
、
①
予
防
接
種
の
実
施

な
ど
の
推
進
、
②
市
民
へ
の
感
染
症
に

関
す
る
情
報
提
供
、
③
感
染
症
患
者
へ

の
適
切
な
医
療
の
提
供
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

特
に
、
予
防
接
種
の
実
施
を
、
感
染

症
対
策
の
重
要
な
柱
に
位
置
づ
け
て
お

り
、
今
年
度
は
、
約
八
億
九
千
五
百
万

円
の
予
算
を
計
上
し
た
。

今
回
の
は
し
か
の
流
行
を
重
く
受
け

止
め
、
今
後
も
、
感
染
症
を
は
じ
め
と

し
た
健
康
被
害
の
発
生
予
防
や
拡
大
防

止
に
努
め
、
市
民
の
健
康
と
安
全
な
暮

ら
し
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

公
共
交
通
の
充
実
は

ま
ち
づ
く
り
の
原
点

議

員

全
国
の
大
都
市
は
、
公
共

交
通
の
充
実
が
、
人
口
の

定
着
や
企
業
・
大
学
の
誘
致
と
結
び
つ

き
発
展
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
利
便
性
や
定
時

性
、
経
済
性
に
優
れ
た
公
共
交
通
体
系

づ
く
り
に
向
け
た
計
画
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市

長

全
国
的
に
公
共
交
通
離
れ

が
進
み
、
採
算
性
の
悪
化

と
そ
れ
に
伴
う
便
の
減
少
や
廃
止
に
よ

り
、
さ
ら
に
利
用
者
が
減
る
と
い
う
負

の
循
環
が
生
じ
て
い
る
。

本
市
で
も
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
、
高
齢
者
を
は
じ
め
交
通
弱
者
の

足
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の

負
の
循
環
を
断
ち
切
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
、
マ
イ
カ
ー
に

過
度
に
依
存
し
た
交
通
体
系
か
ら
、
環

境
に
配
慮
し
た
公
共
交
通
体
系
へ
転
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
め
の
計
画
作
成
に

向
け
て
、
本
年
八
月
に
、
学
識
経
験
者

や
市
民
代
表
、
交
通
事
業
者
な
ど
で
構

成
す
る
策
定
委
員
会
を
設
置
す
る
。

予
定
と
し
て
は
、
来
年
夏
を
目
途
に
、

本
市
に
お
け
る
理
想
的
な
交
通
体
系
の

あ
り
方
や
、
具
体
的
な
施
策
を
盛
り
込

ん
だ「（
仮
称
）
環
境
首
都
総
合
交
通
戦

略
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
い
。

菜
の
花
で
環
境
学
習
を

議

員

本
市
は
、
美
し
き
世
界
の

環
境
首
都
の
実
現
を
目
指

し
た
施
策
に
、「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
専
門
農
家
で
な
く
、
市
民

が
菜
の
花
を
栽
培
す
る
仕
組
を
作
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市

長

「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
菜
の
花
を
植
え

る
こ
と
で
、
ま
ち
が
綺
麗
に
な
る
だ
け

で
は
な
く
、
菜
の
花
か
ら
油
が
採
れ
、

そ
の
油
が
自
動
車
な
ど
の
燃
料
に
も
な

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環

で
あ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
市
民
が
環
境
に
つ
い
て
学
習
す

る
非
常
に
よ
い
機
会
だ
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
ん
で

参
加
で
き
る
よ
う
、
議
員
や
市
民
か
ら

幅
広
く
意
見
を
聴
き
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

●４


